
　児童虐待に関する相談対応件数は依然として増加傾向にあり、子
どもの生命が奪われるなど重大な事件も後を絶たない状況です。
児童虐待は社会全体でかかわり、解決すべき重要な課題です。
　虐待は子どもの心身に重大な影響を与え、健やかな成長・発達を
妨げます。虐待を受けたと思われる子どもがいたら、またご出産や
子育てに悩んでいたら、児童相談所や町子育て支援課に連絡してく
ださい。あなたの連絡や相談が子どもを守るとともに子育てに悩む
保護者を支援するための大きな一歩となります。

　鏡野町立中央公民館では下記の講座を開催予定としており、受講生を募集しています。
　ご興味のある方はぜひお申込みください。

１１月は「秋のこどもまんなか月間」

（令和５年度「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」標語募集　最優秀作品）
『あなたしか　気づいてないかも　そのサイン』
児童虐待防止推進月間です

お問い合せ先
鏡野町子育て支援課　担当：新見・草苅
電話（0868）54-2991

お問い合せ先 鏡野町くらし安全課　生活安全係　担当：大山・近藤　電話（0868）54-2621

申込・お問い合せ先 鏡野町教育委員会生涯学習課（中央公民館）　担当：佐古・福田　
電話（0868）54-0573　FAX（0868）54-0656

児童相談所
虐待対応ダイヤル

いちはやく

☎ （通話料無料）189
◆ あなたの電話で、守れる命があります
〇虐待かも…と思ったらすぐにお電話をください。

児童相談所
相談専用ダイヤル

いちはやく おなやみを

☎ （通話料無料）0120-189-783
◆ 子育てのこと、頼れる場所があります
〇子育てに悩む人がいたら…こちらにご相談ください。

特設サイトはこちら

◆ 児童虐待とは

殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶ
る、やけどを負わせる、溺れさせる　など

身体的虐待

子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポ
ルノグラフィの被写体にする　など

性的虐待

家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不
潔にする、自動車の中に放置する、重い病気
になっても病院に連れて行かない　など

ネグレクト

言葉による脅し、無視する、きょうだい間で
差別的な扱いをする、子どもの目の前で家
族に対して暴力を振るう（面前ＤＶ）　など

心理的虐待

中央公民館主催講座のお知らせみんなで防災 ㏌ かがみの

「 高清水トレイル講座 ― スノーシュー体験 ― 」
町内の方 応募者が定員に満たない場合は、町外の方もご受講いただけます。対 　 象

令和６年２月４日㈰　午前９時～午後３時（予定）日 　 程

人形峠駐車場 → 高清水高原 → 人形峠駐車場コ ー ス

20名定   員

500円受 講 料
中央公民館及び地区公民館等へ申込書がありますので記入のうえご提出ください。
また、電話・FAX・郵送等でも受付いたします。

応募方法

令和６年１月23日㈫締め切り

自主防災組織の活動の様子

　鏡野町では、近年想定を超える災害が各地で発生しており、自分の身は自分で守るという自助・共助の取
組みが重要と考え、自主防災組織の組織化に向けた取組みへの支援を行っています。
　自主防災組織を組織化されている自治会等においては、そのリーダーとなる方の研修の場として、また、組
織化をされていない自治会等につきましては、組織化のきっかけの場として本研修をご活用ください。

  ～自主防災リーダー研修会～

11月26日㈰　午前10時～正午日 　 時

鏡野町ペスタロッチ館　夢ホール場 　 所

自主防災組織のリーダー、自主防災組織を検討している地区長等、一般参加も可能参 加 者

約80人（申込不要）対象人数

お問い合せ先 　鏡野町くらし安全課　生活安全係　担当：築山　電話（0868）54-2621

11月９日㈭から15日㈬まで、全国一斉に「秋の全国火災予防運動」が実施されます。火災が発生しや
すい季節を迎えるため、火の取扱いには十分注意し、火災を起こさないように気を付けましょう。
近年、最多の出火原因は「野焼き・たき火」です。短時間で広範囲に燃え広がることもありますので、消
火器や水バケツを用意するなど、火の取り扱いには十分注意し、火災を起こさないように気を付けましょう。
大規模な野焼きを行う際は、事前にお近くの消防署へ『届出』をお願いいたします。
（西消防署　電話(0868）54-5119　西消防署 奥津出張所　電話(0868）52-0929）
また、平成23年に住宅用火災警報器がすべての住宅において設置義務化されて、10年以上が経過しま
した。古くなった住宅用火災警報器は電子部品の寿命や電池切れなどで火災を検知しなくなることもあり、
交換目安を10年としています。今一度、機器の点検や、未設置の場合は設置をお願いします。

● たき火等を行った後は確実に火を消し、確認しましょう
　 （野焼きは例外を除き法律で禁止されています）
● 家の周りに燃えやすいものを置かないようにしましょう
● たばこの吸殻の投げ捨ては絶対に止めましょう
● ガスコンロ等を使用しているときは、その場から離れないようにしましょう
● 室内で洗濯物等を乾かすときは、ストーブの近くに干さないようにしましょう

次のことに注意し、防火に努めましょう

の秋 火災予防運動が始まります

　「親子のための相談 LINE」

◆『親子のための相談LINE』が開設されました
○子育てや親子関係に悩んだとき…こども（18歳未満）とその保護者の方などが
　相談できるSNS相談窓口です。ひとりで悩まず、お気軽にご相談ください。

詳しい内容や友だち追加は上記特設サイトから。
※通告・相談した人や、その内容に関する秘密は守られます。

LINE
アカウント名

内 　 容 【防災講演】 岡山地方気象台　水野善夫次長による
 防災気象情報講演
 ・近年の雨の降り方と大雨災害　等
【救命講習】 津山圏域消防組合の職員による
【救命講習】 救命講習
 ・心肺蘇生法の手順について　等
【展 示 等】 備蓄品、防災用品の展示・試食

24時間365日対応

2023年11月  8


